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機械製品の接合部のほとんどは，ボルト･ナット締結体で接合
されている．その接合部には機械自身の運動による振動の他，
外力や温度変化による様々な種類の力が繰り返し作用する．
本研究では，様々なゆるみ防止対策法の軸直角振動に対す
る性能を検証し，最適なゆるみ防止策を検討する．



代表的なゆるみ防止策

座面の摩擦力を増加

ねじ面の摩擦力を増加

2つのナットを使って自立

スプリングワッシャ 歯付きフランジナット

ナイロンリングナット メタルリングナット

ダブルナット 偏心テーパダブルナット
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Loosening process of conventional screw fastener 
and bearing-surface-resistance fasteners

（従来のねじおよび座面型ゆるみ止め部品のゆるみ過程）

Loosening process of screw-thread-resistance fasteners
（ねじ面型ゆるみ止め部品のゆるみ過程）

各ゆるみ防止策のゆるみ防止効果
（M8ボルト・ナット)
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Loosening process of self-supporting screw fasteners
（自立型ゆるみ止め部品のゆるみ過程）

M8ボルト・ナットで軸直角振動に対するゆるみ
防止効果を調べた．

・座面型，ねじ面型のゆるみ防止策は
ほとんどその効果が認められない．

・自立型のゆるみ防止策は，多少の効
果が認められる．

しかし作業性，締結軸力管理にやや
問題がある．

現在は，締付軸力，トルクの小さいM4ボルト・

ナットにおけるゆるみ防止効果を調べるため，
実験装置を製作中．

各ゆるみ防止策のゆるみ防止効果
（M8ボルト・ナット)
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